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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第171期
第２四半期
連結累計期間

第172期
第２四半期
連結累計期間

第171期

会計期間
自　2018年１月１日
至　2018年６月30日

自　2019年１月１日
至　2019年６月30日

自　2018年１月１日
至　2018年12月31日

売上高 （百万円） 70,476 77,990 143,199

経常利益 （百万円） 5,639 7,404 5,589

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 3,600 4,902 3,290

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,012 5,125 1,956

純資産額 （百万円） 83,973 85,842 82,356

総資産額 （百万円） 107,615 111,226 113,454

１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 48.77 66.32 44.58

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 48.67 66.19 44.49

自己資本比率 （％） 72.0 72.0 66.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 8,269 10,607 11,885

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,564 △2,979 △5,334

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △3,064 △2,565 △4,239

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 12,641 17,332 12,338

 

回次
第171期
第２四半期
連結会計期間

第172期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年６月30日

自　2019年４月１日
至　2019年６月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 9.66 35.22

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　しておりません。

２　売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

　　期連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経

　　営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連

結会計年度との比較・分析を行っております。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期（2019年１～６月）の売上高は、ガス販売量の増加や原料費調整制度によるガス販売単価の上方調

整に加え、電力販売が増加したことなどにより、前年同期に比べ10.7％増の77,990百万円となりました。

　また、原料価格の変動がガス販売単価に反映されるタイムラグの影響等により、営業利益は前年同期に比べ

36.0％増の7,018百万円、経常利益は31.3％増の7,404百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は36.2％増の

4,902百万円となりました。

 

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

　なお、下記のセグメント別業績数値には、セグメント間の内部取引を含んでおります。

①ガス

　ガス販売量は、卸販売が増加したことや工業用で既存需要が堅調に伸びたことなどにより、前年同期に比べ

5.1％増の810百万ｍ3となりました。

　売上高は、ガス販売量の増加や原料費調整制度によるガス販売単価の上方調整等により、前年同期に比べ12.2％

増の64,286百万円となりました。また、原料価格の変動がガス販売単価に反映されるタイムラグの影響等により、

セグメント利益（営業利益）は34.1％増の7,827百万円となりました。

②ＬＰＧ・その他エネルギー

　売上高は、前年同期に比べ3.0％増の9,480百万円となり、セグメント利益（営業利益）は前年同期に比べ1.6％

減の639百万円となりました。

　③その他

　売上高は、前年同期に比べ0.7％減の7,194百万円となり、セグメント利益（営業利益）は前年同期に比べ1.1％

増の206百万円となりました。

 

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、ＬＮＧ在庫に係る原材料の減少等により、前連結会計年度末に

比べ2,227百万円減の111,226百万円となりました。

　負債は、原料代金決済のタイミングによる買掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ5,713百万円減の

25,384百万円となりました。

　純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比

べ3,486百万円増の85,842百万円となり、自己資本比率は72.0％となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

4,993百万円増の17,332百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金は、10,607百万円の収入（前第２四半期連結累計期間は8,269百万円の収入）となりまし

た。これは、税金等調整前四半期純利益や減価償却費の計上等に対して、法人税等の支出があったことなどによる

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金は2,979百万円の支出（前第２四半期連結累計期間は2,564百万円の支出）となりました。こ

れは、固定資産の取得等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金は2,565百万円の支出（前第２四半期連結累計期間は3,064百万円の支出）となりました。

これは、長期借入金の返済や配当金の支払等によるものであります。
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(3）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は０百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 76,192,950 76,192,950
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数　100株

計 76,192,950 76,192,950 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

決議年月日 2019年３月20日

付与対象者の区分及び人数（名）

当社取締役　７名

当社執行役員　１名

当社完全子会社取締役　１名

（社外取締役を除く）

新株予約権の数（個）　※ 　　　249個（注1）

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及

び数（株）　※
　24,900株（注2）

新株予約権の行使時の払込金額（円）　※ １円（注3）

新株予約権の行使期間　※
自　2019年４月９日

至　2049年４月８日

新株予約権の行使により株式を発行する場合

の株式の発行価格及び資本組入額　※

発行価格　　　877円

資本組入額　　439円（注4）

新株予約権の行使の条件　※ （注6）

新株予約権の譲渡に関する事項　※

譲渡による新株予約権の取得に

ついては、当社取締役会の決議

による承認を要する。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に　

関する事項　※
（注5）

 
 

※　新株予約権の発行時（2019年４月８日）における内容を記載しております。

 

（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株である。

　　　２　当社が当社普通株式の株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む）または株式併合を行う場合には、

次の算式により付与株式数の調整を行い、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨てる。

　　　　　　調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 株式分割または株式併合の比率

　　　　　また、割当日以降、当社が合併または会社分割を行う場合その他これらの場合に準じて付与株式数の調整を

必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で付与株式数を適切に調整することができる。

　　　３　各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、当該各新株予約権を行使することにより交付を受け

ることができる株式１株当たりの行使価額を１円とし、これに付与株式数を乗じた金額とする。

　　　４　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項
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（1） 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数

は、これを切り上げる。

（2） 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記（1）記載の資

本金等増加限度額から上記（1）に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

　　　５　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る）、吸収分割もしくは新設分割（それぞれ当社が分割

会社となる場合に限る）または株式交換もしくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る）

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という）をする場合には、組織再編行為の効力発生日（吸収合併

につき吸収合併がその効力を生ずる日、新設合併につき新設合併設立株式会社の成立の日、吸収分割につき

吸収分割がその効力を生ずる日、新設分割につき新設分割設立株式会社の成立の日、株式交換につき株式交

換がその効力を生ずる日及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう　以下同じ）の直前

において残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という）を保有する新株予約権者に対し、それぞ

れの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」と

いう）の新株予約権をそれぞれ交付することとする。ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約

権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式

移転計画において定めることを条件とする。

（1） 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

（2） 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

（3） 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、（注）２に準じて決定する。

（4） 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定められる再編後行使価額に

上記（3）に従って決定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金

額とする。再編後行使価額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができ

る再編対象会社の株式１株当たり１円とする。

（5） 新株予約権を行使することができる期間

上表に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいず

れか遅い日から、上表に定める新株予約権を行使することができる期間の満了日までとする。

（6） 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

（注）４に準じて決定する。

（7） 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要する。

（8） その他の新株予約権の行使の条件

（注）６に準じて決定する。
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　　　６　その他の新株予約権の行使の条件

（1） 新株予約権者は、当社または当社の完全子会社のそれぞれの会社において、取締役及び執行役員のい

ずれの地位をも喪失した日の翌日以降、当該喪失した地位に基づき割当てを受けた新株予約権を行使す

ることができる。

（2） 上記（1）は、新株予約権を相続により承継した者については適用しない。

（3） 新株予約権者が新株予約権を放棄した場合、当該新株予約権を行使することができない。

（4） その他の行使の条件は、当社取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結した「新株予

約権割当契約書」に定めるところによる。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2019年４月１日～

2019年６月30日
－ 76,192,950 － 6,279 － 4,098
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（５）【大株主の状況】

  2019年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

鈴与商事株式会社 静岡県静岡市清水区入船町11番１号 7,301 9.86

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目13番１号 4,687 6.33

東京瓦斯株式会社 東京都港区海岸一丁目５番20号 4,000 5.40

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 2,957 3.99

みずほ信託銀行株式会社退職給付信託み

ずほ銀行口　再信託受託者　資産管理

サービス信託銀行株式会社（注）１

東京都中央区晴海一丁目８番12号 2,820 3.81

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE HCR00

（常任代理人　香港上海銀行東京支店　

カストディ業務部）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON

E14 5NT, UK

（東京都中央区日本橋三丁目11番１号）

2,684 3.62

株式会社静岡銀行 静岡県静岡市葵区呉服町一丁目10番地 2,682 3.62

株式会社フジドリームエアラインズ 静岡県静岡市清水区入船町11番１号 2,543 3.43

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,991 2.69

GOVERNMENT OF NORWAY（常任代理人　シ

ティバンク、エヌ・エイ東京支店）

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107

NO

（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

1,589 2.14

計 － 33,256 44.93

（注）１　「みずほ信託銀行株式会社退職給付信託みずほ銀行口再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社」の

持株数2,820千株については、委託者である株式会社みずほ銀行が議決権の指図権を留保しております。

　　　　２　上記のほか、当社所有の自己株式2,183千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合2.86％）がありま

　　す。

 

EDINET提出書類

静岡ガス株式会社(E04516)

四半期報告書

 8/21



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2019年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　2,183,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　73,988,900 739,889 －

単元未満株式 普通株式 　　20,550 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 76,192,950 － －

総株主の議決権 － 739,889 －

 

②【自己株式等】

2019年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

静岡ガス㈱

静岡県静岡市駿河区八幡

一丁目５番38号
2,183,500 － 2,183,500 2.86

計 － 2,183,500 － 2,183,500 2.86

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）及び「ガス事業会計規則」（昭和29年通商産業省令第15号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年１月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

固定資産   

有形固定資産   

製造設備 8,052 7,381

供給設備 34,647 33,886

業務設備 5,042 5,025

その他の設備 8,024 7,881

建設仮勘定 161 395

有形固定資産合計 55,929 54,571

無形固定資産 836 814

投資その他の資産   

投資有価証券 9,810 9,609

長期貸付金 5,886 5,560

繰延税金資産 669 812

その他投資 1,705 1,741

貸倒引当金 △94 △99

投資その他の資産合計 17,977 17,625

固定資産合計 74,744 73,011

流動資産   

現金及び預金 12,419 17,432

受取手形及び売掛金 13,196 11,150

商品及び製品 353 336

原材料及び貯蔵品 9,896 6,745

その他流動資産 2,886 2,580

貸倒引当金 △40 △30

流動資産合計 38,710 38,215

資産合計 113,454 111,226
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

固定負債   

長期借入金 7,370 6,382

繰延税金負債 201 229

退職給付に係る負債 3,362 3,210

その他固定負債 120 121

固定負債合計 11,055 9,944

流動負債   

1年以内に期限到来の固定負債 2,509 2,575

買掛金 11,645 6,020

未払金 1,585 1,660

未払法人税等 1,412 2,439

賞与引当金 411 433

その他流動負債 2,478 2,309

流動負債合計 20,042 15,440

負債合計 31,097 25,384

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,279 6,279

資本剰余金 4,712 4,938

利益剰余金 62,722 67,071

自己株式 △1,193 △1,109

株主資本合計 72,520 77,179

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,132 2,844

繰延ヘッジ損益 11 7

為替換算調整勘定 △149 △108

退職給付に係る調整累計額 153 136

その他の包括利益累計額合計 3,148 2,880

新株予約権 115 114

非支配株主持分 6,572 5,669

純資産合計 82,356 85,842

負債純資産合計 113,454 111,226
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

売上高 70,476 77,990

売上原価 52,212 57,288

売上総利益 18,264 20,701

供給販売費及び一般管理費 ※１ 13,104 ※１ 13,682

営業利益 5,159 7,018

営業外収益   

受取利息 60 58

受取配当金 115 113

持分法による投資利益 125 172

為替差益 14 －

雑収入 262 174

営業外収益合計 578 518

営業外費用   

支払利息 77 62

為替差損 － 58

雑支出 20 11

営業外費用合計 97 132

経常利益 5,639 7,404

税金等調整前四半期純利益 5,639 7,404

法人税等 1,572 2,012

四半期純利益 4,067 5,391

非支配株主に帰属する四半期純利益 467 489

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,600 4,902
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益 4,067 5,391

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,030 △286

繰延ヘッジ損益 36 △4

為替換算調整勘定 △3 △1

退職給付に係る調整額 △5 △16

持分法適用会社に対する持分相当額 △52 42

その他の包括利益合計 △1,054 △265

四半期包括利益 3,012 5,125

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,549 4,634

非支配株主に係る四半期包括利益 463 491
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,639 7,404

減価償却費 4,338 4,099

有形固定資産除却損 10 48

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △6

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △363 △174

賞与引当金の増減額（△は減少） △108 21

受取利息及び受取配当金 △175 △171

支払利息 77 62

持分法による投資損益（△は益） △125 △172

売上債権の増減額（△は増加） 221 2,041

たな卸資産の増減額（△は増加） △160 3,167

仕入債務の増減額（△は減少） △344 △5,799

未払又は未収消費税等の増減額 222 762

その他 △89 △116

小計 9,138 11,166

利息及び配当金の受取額 175 171

利息の支払額 △104 △84

法人税等の支払額 △941 △646

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,269 10,607

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △15 △52

定期預金の払戻による収入 70 33

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,002 △3,088

有形及び無形固定資産の売却による収入 10 9

投資有価証券の取得による支出 △4 △2

投資有価証券の売却による収入 65 2

投資有価証券の償還による収入 127 －

貸付金の回収による収入 327 326

工事負担金等受入による収入 18 5

その他 △160 △213

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,564 △2,979

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △15 －

長期借入れによる収入 － 400

長期借入金の返済による支出 △1,430 △1,302

配当金の支払額 △513 △556

非支配株主への配当金の支払額 △1,085 △1,079

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△43 △28

その他 23 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,064 △2,565

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23 △67

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,616 4,993

現金及び現金同等物の期首残高 10,024 12,338

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 12,641 ※１ 17,332
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

　下記関係会社の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
（2018年12月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2019年６月30日）

静浜パイプライン㈱ 4,638百万円 4,360百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　供給販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年１月１日
　　至　2018年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
　　至　2019年６月30日）

給料 2,623百万円 2,811百万円

減価償却費 3,251百万円 3,194百万円

賞与引当金繰入額 379百万円 493百万円

退職給付費用 207百万円 205百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年１月１日
至　2018年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年６月30日）

現金及び預金勘定 12,729百万円 17,432百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △87百万円 △100百万円

現金及び現金同等物 12,641百万円 17,332百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年１月１日　至　2018年６月30日）

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年３月23日

定時株主総会
普通株式 516 7.0 2017年12月31日 2018年３月26日 利益剰余金

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年８月８日

取締役会
普通株式 553 7.5 2018年６月30日 2018年９月３日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年６月30日）

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月20日

定時株主総会
普通株式 553 7.5 2018年12月31日 2019年３月22日 利益剰余金

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年８月７日

取締役会
普通株式 592 8.0 2019年６月30日 2019年９月２日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年１月１日　至　2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 ガス
ＬＰＧ・
その他
エネルギー

計

売上高        

外部顧客への売上高 56,279 9,052 65,332 5,144 70,476 － 70,476

セグメント間の内部

売上高又は振替高
996 151 1,148 2,098 3,246 △3,246 －

計 57,276 9,204 66,480 7,242 73,723 △3,246 70,476

セグメント利益 5,838 649 6,488 204 6,692 △1,533 5,159

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受注工事及びガス機器販売事

業、リフォーム事業、リース事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△1,533百万円には、セグメント間取引消去119百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,652百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 ガス
ＬＰＧ・
その他
エネルギー

計

売上高        

外部顧客への売上高 63,337 9,356 72,693 5,296 77,990 － 77,990

セグメント間の内部

売上高又は振替高
948 123 1,072 1,898 2,970 △2,970 －

計 64,286 9,480 73,766 7,194 80,960 △2,970 77,990

セグメント利益 7,827 639 8,466 206 8,672 △1,654 7,018

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受注工事及びガス機器販売事

業、リフォーム事業、リース事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△1,654百万円には、セグメント間取引消去138百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,792百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年１月１日
至　2018年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年６月30日）

(１）１株当たり四半期純利益 48円77銭 66円32銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 （百万円） 3,600 4,902

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属す

る四半期純利益
（百万円） 3,600 4,902

普通株式の期中平均株式数 （株） 73,808,865 73,919,041

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 48円67銭 66円19銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益

調整額
（百万円） － －

普通株式増加数 （株） 146,401 140,431

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　　剰余金の配当

2019年８月７日開催の取締役会において、第172期の中間配当を行うことを決議しました。

中間配当総額 592百万円

１株当たり中間配当額 ８円00銭

支払請求権効力発生日並びに支払開始日 2019年９月２日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 2019年８月９日
 

静岡ガス株式会社
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 郷　右　近　　隆　也㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 嶋　田　　　　聖　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている静岡ガス株式会

社の2019年１月１日から2019年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年６月

30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年１月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、静岡ガス株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

静岡ガス株式会社(E04516)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

